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テ
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今
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迎
え
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の
フ
䣷
ス
䣎
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県
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䤀
ク
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䣬
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だ
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䣍
そ
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売
上
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ご
寄
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し
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た
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き
ま
し
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！

埼
玉
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家
た
ち
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と
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て
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も
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販
売
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䣓
ロ
䣹
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䣷
ス
䣔
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い
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ベ
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と
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初
め
て
だ

䣬
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䣍
当
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え
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ベ
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䣬
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催
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申
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ま
し
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小
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２
４
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さ
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さ
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続
け
て
い
け
れ
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と
思
い
ま
す
䣎
䥹
渡
邊
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           ～今月の各班の想い～ 

  

 

  

        

                          

 

 

 

 

  

 

 小森谷さんの作品に使う糸が底をつきてしまいました。 

3年ほど前と同じように Facebookでご寄付のお願いをしたところ、 

募集記事を多くの方にシェアしていただいたおかげもあり、綺麗な 

糸たちが続々と工房集に届きました！本当にありがとうございました！ 

小森谷さんも、たくさんの糸を前に、とても嬉しそうに仕事をして 

います！前回いただいた時も、これすべて使いきれるのかな？と 

思うほどあった量の糸を、日々着々と仕事して使いきった小森谷さん。 

作品に生まれ変わった糸の山、また多くの方々に見てもらうのが 

今から楽しみです。（小嶋） 

 

 

 

  

 

  

  

  

じゅうに 

サンだいち 
 

めーべ 

 

５月９日（水）に個別外出で石井さんと鉄道博物館に行っ

てきました。出発してすぐの車内で画像を見ながら昼食の駅

弁選びをした所、顔が上がり選ぶ目は輝いていました。そこ

からは気分もあがり到着後に電車が見えるととても良い笑顔

が見られました。お楽しみの 0 系新幹線弁当もゆっくりと食

べ満足した様子。石井さんに合わせ休憩を入れながらのんび

りとした時間を過ごすことができました。お土産にボールと

大好きな絵本を見つけ無事に帰路につきました。（寺崎）         

5 月 24 日と 6月１日の 2回に分けて、サンだいち班全員

で「もうひとつの美術館」に行って来ました。サンだいちか

らは、宮川佑理子さんの作品が展示されていました。みんな

でお弁当を食べてからゆっくり見学しました。美術館の中

は、とても落ち着いた雰囲気で、普段はとても賑やかなサン

だいち班がとても落ち着いて過ごしていました。ちょっとし

た日帰り旅行のような感じでみんな楽しんでいました。宮川

さんは、かっこよく飾られた自分の作品の前でポーズを決め

てくれました！こういった外出をこれからも企画していけ

たらと思います。(柿沼) 
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きらっと 

あおぞら 

青年隊 

先日、初夏を思わせる気持ちのいい晴天の日に、今年度から

ちょっとみんなでやってみない？と提案した洗車を、思いつき

の道具と勢いで取り組んでみました。汚れた送迎車がきれいに

なっていく様は、とてもわかりやすく、ノリノリで頑張ってい

ました。ある仲間は日産のエンブレムを徹底的に。ある仲間は

ホースの水をまんべんなくかけて。ある仲間は車内を細かく水

拭きで拭いてくれるなど、それぞれが思い思いに “キレイ”

にしてくれました。次回は専用の道具を少し揃えて、送迎で頑

張っている車たちをピカピカにしたいと思います。（小川） 

 今年の 5 月は例年と比べると寒暖の差が激しい日が続き、体調を崩す

仲間や職員がいました。そんな中で、仲間の作品が栃木県にある『もうひ

とつの美術館』で行われている「繰り返しの極意」の展覧会に野口さん、

鶴岡さん、成宮さん、大内さんの作品が展示されています。できたら見学

に行きたいなあと思っています。また、昨年と引き続きクッキープロジェ

クトさんからジュエリーフルーツゼリーチャリティギフトのイラストリ

ーフレットに金子隆夫さんのぼやきが採用されました。すでに申し込みが

はじまっていますのでぜひお求めになって美味しいゼリーと金子さんの

ぼやきを楽しんでいただけたらと思います。（赤羽） 

せいねんたいの みんなで 

ぐりーんせんたーに いきました 

おべんとうが おいしかった 

たのしかった 

(足立) 

 

 毎年 5月に行なわれるふれあいの森祭り（白岡市）に参加してきました。出店のメニューを頭で考え「焼

きそば食べようね」「カレーライスあるかな」「アイス」等々、向かっている車中でも仲間達から挙がってい

ました。AMは小雨が降ったりとしていましたが、お昼周辺は雨も上がって祭りは楽しめて参加する事がで

きました。一人で散策する方、見ている内にあれもこれもと欲しくなる方、知っている人に会って盛り上が

っている方、それぞれのお祭りの様子がありました。「また来年もいこうね！！」（帰りの車中の柴田さんよ

り）＜小野田＞ 

 

オレンヂホーム 
 

 

 
 

 



授産報告（５月）  
＜収入＞	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  	 	 	 	 ＜支出＞ 

 
 
	  
 
 

 
 
 
 
 

種目  金額  摘要  

ウエス  10,500	 	 	 	   
織り  8,400	 	 	   
絵画  471,382  
詩  0  

古本・古着  1,800  
粘土製品	 	 0	  

ステンドグラス  54,552  

ダンボール作品	 	 	 	  0  
和紙・木工  800  
牛乳パック  40,000  
その他  0  

給与の為、通帳から

の繰入  

0  

前月からの繰入  116,339  
合計  703,773  

項目  金額  摘要  

賃金  324,586  
賞与  0  
材料費  2,953  
経費  0  
その他  0  

通帳への繰入  376,234  
作品展準備金  0  

合計  703,773  

～今月の新作～ 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

	

	

 

	

	

  

 

 
 

 

 	
 

泳げ！ウミガメくん 

倉田拓哉（あおぞら） 

 



６月	 予定表 

 
 
	  

5 月月末と 6 月初めに「サンだいち班」
の仲間、職員と一緒に「もうひとつの美術

館」に行きました。数年前まで私が所属し

ており、毎日一緒にウエスを作ってパック

を回収していた班です。とても久しぶりに

同じ時間を過ごしました。「無事に一日終わ

るだろうか？」という不安から始まり「思

ったよりも穏やかに過ごせた」という安堵

の感想まで、私がいた頃から変わりません。	  
一見すると何も変わっていないように見え

てしまいますが、実は確実に変わっていま

す。 
	 私がいた頃とは仲間や職員の顔ぶれも人

数も働く場所も変わっています。身の回り

に変化が起きることはちょっと苦手な「サ 

 
 
 
ンだいち」の仲間たちですが、その変化を

その時に近くにいる仲間と職員とみんなで

乗り越えてきました。ひとつ乗り越えるた

びに「乗り越えた！」という経験をします。

その経験の積み重ねが何重にも「層」にな

っています。一緒にいる時は一緒に乗り越

えているから、実感はあまりありませんで

した。 
しかし、今回はその「層」を垣間見る事が

できました。長年「サンだいち」の仲間と

付き合ってきたからこそ見えるものだと思

います。貴重な経験をさせていただきまし

た。 
（オレンヂホーム	 野崎） 

施設 法人・後援会・暮らしの場 施設 法人・後援会・暮らしの場

1 金 16 土 休み

2 土 休み 17 日

3 日 18 月

4 月 19 火 東浦和駅頭募金、法人事務会議

5 火 20 水

6 水 後援会総会 21 木 後援会役員会

7 木 施設運営担当者会議 22 金

8 金 23 土 休み

9 土 クラブ（半日） 理事会 24 日 評議員会

10 日 25 月 工房集運営会議

11 月 26 火

12 火 27 水

13 水 28 木 家族会

14 木 家族会役員会 29 金 新人職員研修

15 金 業務責任者会議 30 土 職員会議（仲間休み）

施設長より	
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インフォメーション 

○シネマ・チュプキ・タバタ（映画館）	

・上映映画のチラシに5月は合津はるかさんの作品を使用。

6月は柴田鋭一さんの作品を使用。	

〇楽風（らふ）さいたま市浦和区	

会期：6月16日～6月30日10:00-19:00	定休：毎週水曜日	

・ワンクリエイターコーナーにて金子隆夫さんの描きおろし

ぼやき作品が展示。	

〇「工房集グッズ展」	

会期：７月２４日～８月１２日（夏季休暇7/30～8/2）	

会場：温々ギャラリー（さいたま市見沼区）	

・ステンドグラスを中心に展示予定	

色鉛筆(^・̂ ) 

 

～後援会からのお知らせ～ 
【今後の予定】 
・三役会	 	 	 	 ６／１２	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・役員会	 	 	 	 ６／２１	 	 交流センター	 	 １０：３０～ 
・広報部（企画）６／１	 	 	 川口太陽の家	 	 １０：３０～ 
・カフェ	 	 	 	 ６／１１	 	 川口太陽の家	 	 １３：００～ 
 
・後援会総会	 	 	 …６月６日（水）	 交流センター	 １０：００ 
・６／２１	 みぬま福祉会新任職員研修 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「後援会と運動」講義 

 

 

	 ４月に一番下の子どもが９歳になりました。保育園で１歳から一緒のお友達も続々と９歳になってい

きます。今でも家族ぐるみで仲の良い友達と遊びに行ったり、バーベキューしたりしていますが、男の

子も女の子もいて、いつまで一緒につるんでくれるかな…と、そろそろ異性を意識し始める（だろう）

お年頃が近づいていることを感じている母たちは、「そしたら母たちで飲みに行こうね＾＾b」と、なぜ
か楽しみ。そして、ふと見ると、上の子どもたちも、気付くと姉は私よりもお酒がいける成人（しかも

私が飲めないハイボール!!）だし、その弟も大学で野球に励み、仏教を学ぶ（学校柄ですが）まもなく
二十歳…。驚きです。笑。そんな子どもらはどんな大人になりどんな職業についていくのかしら…(-.-)
とりあえず楽しみにしておきます。 
	 そんな私も二十歳に里に入職して、もう十数年たちました。最近いろんな人に「あなたの趣味は？」

とお見合いみたいに聞いていますが、今までの人生の中でこれが趣味だと言えるものがなく、探してい

る最中です。飽きっぽい私でもハマるもの、だれか教えてください<(_ _)>	 （あおぞら：園部千春） 

 

＜おひさま通信編集委員＞ 黒田、大川、小嶋、津畑、安、熊木、宮本ゆ 

この間の四月に父の誕生日がありました。「お父さんもついに後期高齢者になっちゃったよ」と言

って父は笑っていました。私も父がそんな年齢になったなんてと驚きました。私の父はちょっと変わ

った人です。穏やかすぎて怒ったところを見たことがありません。怒りという感情が欠落しているの

かなと思うくらいです。コンピューターが大好きなので 75歳にもなって毎晩ネットゲーム（囲碁の
対局）を深夜までやって昼夜逆転したりしています。本物の理系オタクだと思います。健康に良くな

いと心配しますが、大好きな囲碁とコンピューターがなくなったらきっとショボンとしてしまうだろ

うと思うので、もう止めるのはやめました。そんな父とお散歩する時間は本当に静かで平和で幸せで

す。もうすぐ父の日ですが、あまり物欲のない人なのでどうしようか迷います。築地でお寿司を食べ

てみたいと言っていたので一緒に行けたらいいのかなと思います。ずっと元気でいて欲しいです＾＾

（サンだいち：宮本由理） 

	 年初めに豊洲にある IHI ステージアラウンド東京へ「劇団☆新感線」の舞台『髑髏城の七人』
を観劇してきました。円形状の客席が 360 度回転する劇場で左右どちらかに動いているだけなの
にスクリーンの映像によって上下に移動している気がしたり、シーンによっては一緒に走っている

ような感覚になりアトラクションのようで演出も雨が降ってきたり川の水が流れたり、これぞ！エ

ンターテイメントでした。 
好きな役者がとても素晴らしく想像以上でとてつもなく刺激的で、そこでしか感受できないもの

がありました。安土桃山時代の「本能寺の変」その後のあらすじだったのですが、ふと思ったこ

と・・・織田信長という人物によって人生を狂わされた人が一体何人いたのでしょうか・・・ 
（厨房：中村広美） 


